

















実であった。福島第一原子力発電所事故の翌月の 2011 年 4 月、政府は原子力発電所
から 20 キロ圏内の警戒区域とその外側の計画的避難区域 1) を設定し、住民に避難を
指示した。2011 年末、これらの区域を、（1）2012 年３月から数えて 5 年以上戻れな
い帰還困難区域（年間放射線量 50 ミリシーベルト超：以下 mSv と表示）（2）数年で















査の被ばく線量が約 0.1mSv、またＸ線 CT による被ばく線量は 1 回の検査で部位に

















































reference level :DRL）3) を策定し、被ばく線量の目安が公表された。しかし、この
DRL 値は直接的な臓器の被ばく線量ではなく、X 線撮影および透視の場合は入射表































 図 . 1　LNT仮説モデル 図 . 2　LNT仮説モデル：未知
（1）フランス科学アカデミーでは、「低線量電離放射線注 8)」の発癌影響評価と線量










































（3）未知のリスクに対しては、「予防原則注 10)」7) 8) から、科学的証明が不確実であっ
ても、将来世代に悪影響を及ぼさないように何らかの手段を講じる必要がある
のではないか。

















































注 12）『生物医学・医療倫理の諸原則』: ビーチャムとチルドレス（Beauchamp, T.L. and 
Childress, J.F.）により教科書（Principles of Bioethical Ethics, 1979）として出版されその中
で 4 原則が提唱さ れている。すなわち、『（1）自律尊重原則 （Respect of Autonomy）：患者の











身長：155ｃｍ、体重：52 ｋｇ）における、頭部 CT 検査時の脳、水晶体、甲状腺の
被ばく線量を PHITS（Particle and Heavy Ion Transport code System）コード 11）
を利用したモンテカルロシミュレーション法により推定した結果を示した。図 3(a) は
X 線 CT 装置でスキャンする場合の X 線の軌跡を示している。また図 3(b) は頭部の
?????????
横断面の被ばく線量の線量分布、また図 3(c) は矢状面における被ばく線量の分布図で
ある。このように、X 線 CT 装置で頭部をスキャンした場合、被ばく線量が大きい臓
器は高濃度で表示されることになる。特に、図 3(b)(c) では頭蓋骨での被ばく線量が大
きくなっているのが分かる。脳、水晶体、甲状腺それぞれの臓器の中で、頭部の X 線
CT 検査の場合、脳と水晶体は X 線の直接線および散乱線による被ばくとなるのに対
し、甲状腺は散乱線のみの被ばくとなっている。この実験では特に水晶体の被ばくは
















Brain 1291 1.04 54.9 27.7
Eyes 14.8 1.07 62.3 31.5



















の A 社の CT 装置による水晶体の被ばく線量の場合は、吸収線量が 62.3mGy で等価
線量が 62.3mSv になる。水晶体は、確定的影響として白内障があり、そのしきい線量




ることになる。同勧告による組織加重係数は、脳が 0.01、甲状腺が 0.04 であり、表 1


















るリスク）が 5% 程度高くなるとしている。これに対して LNT 仮説モデルを適用した
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